
新たな「実施計画」骨子 

１ 計画策定にあたって 

（１）計画策定の趣旨 

   ・ 県では、県政運営の総合的・基本的指針を示す総合計画として、2007(平成

19)年に「神奈川力構想・基本構想」と「神奈川力構想・実施計画」を策定し、

人口減少社会への備えを着実に進めつつ、県民一人ひとりが生き生きと、心豊

かに暮らすことのできる地域社会をめざした政策を推進してきました。 

・ 2010(平成22)年度に「神奈川力構想・実施計画」の計画期間終了にあたって、

「基本構想」と「実施計画」の総合点検を行った結果、神奈川をとりまく社会

情勢に動きはあるものの、「基本構想」で見通した人口減少社会の到来や少子

化の進行や高齢化の加速、国際化や情報化の進展、地域や家庭のあり方の変化

などの将来の方向性に、大きな変化は見られないことが分かりました。 

・ しかし、2011(平成23)年３月に発生した東日本大震災及び福島第一原子力発

電所の事故は、国難と言える未曾有の被害をもたらし、社会環境が大きく変化

しました。本県においても、県民生活や経済活動などに大きな影響を及ぼして

おり、電力不足や大規模災害などへの早急な対応が必要となっています。 

・  そこで、「基本構想」について、東日本大震災以降の状況を踏まえて、必

要な見直しを行うこととしました。また、喫緊の課題への対応を図るととも

に、県の重点政策を示すため、プロジェクト中心の新たな「実施計画」を策

定します。 

 

（２）計画の性格と役割 

・ 新たに策定する「実施計画」は、喫緊の課題への対応を含め、県の重点政策

をプロジェクトとしてまとめることにより、「いのち輝くマグネット神奈川」

を実現していくための方策を、具体的にお示しするものです。 

・ あわせて、県民、ＮＰＯ、企業、市町村などとの情報共有や目標の共通化を

図り、県民総力戦で国難を乗り越えるとともに、「いのち輝くマグネット神奈

川」の実現をめざしていきます。 

 

（３）計画の内容 

 ・ 社会環境の急激な変化による喫緊の課題への対応等を、早急に示していく必

要があるため、２年間［2012(平成24)年～2013(平成25)年］程度の政策の方向

性を盛り込みます。 
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２ 「いのち輝くマグネット神奈川」の実現に向けて 

 （１）「いのち輝くマグネット神奈川」とは 

    「いのち輝くマグネット神奈川」とは、県民が生きている喜びを実感し、生ま

れてよかった、長生きしてよかったと思えること(いのち輝く神奈川)。そして、

人や物を引きつけるマグネットの力を持ち、住んでみたい、何度も訪れてみたい

と思う魅力にあふれているということ（マグネット神奈川）です。 

神奈川県は子育

てしやすい！住

んでよかった。 

安 心 し て く ら

せ る 街 だ ね 。

長 生 き し て よ

かった。 

    

 

 

 

 

 

 

 （２）「いのち輝くマグネット神奈川」のキーワード 

    「いのち輝くマグネット神奈川」をどのようにして実現するのかを明らかにす

るため、「いのち」と「マグネット」の視点から、ライフステージに沿ったキー

ワードを使って、取組みのねらいを分かりやすく示します。 

【キーワードの例】 

生 む 子どもを生む、ゆとりを生む、活力を生む 

育 む 人を育む、緑を育む、文化を育む、知を育む、食で育む 

守 る 災害から守る、犯罪から守る、食の安全を守る、環境を守る 

活かす 能力を活かして働く、社会参加して活かす、人材を活かす 

創 る エネルギーを創る、まちを創る、産業を創る、ともに創る 

楽しむ 文化を楽しむ、スポーツを楽しむ、個性を楽しむ 

尊 ぶ 高齢者を尊ぶ、お互いを尊ぶ 

継 ぐ 次世代に継ぐ、技術を継ぐ、社会を引き継ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「いのち輝くマグネット神奈川」の実現に向けて 

 「いのちを輝かせる」、「マグネット力を高める」という視点から、県が果た

すべき役割を踏まえて、様々なプロジェクトに取り組みます。また、県民、ＮＰ

Ｏ、企業、市町村などとも情報や目的を共有しながら連携し、県民総力戦で全国

の先駆けとなる「神奈川モデル」を創りあげていきます。 



３ プロジェクト   

以下のようなプロジェクトの柱に沿って、先進性や発展性を持った重点政策をプロ

ジェクトとしてとりまとめ、「いのち輝くマグネット神奈川」を実現していくための

ロードマップと、取組みの成果を評価するための数値目標を示すものとします。 

また、「いのち輝くマグネット神奈川」のキーワードを使って、プロジェクトの実

施により県民生活がどのように変わるのかという視点で、プロジェクトの柱ごとに、

取組みのねらいや目的を分かりやすく示すこととします。 

 

【プロジェクトの柱と取組みの例】 

○ 地域からのエネルギー政策の転換 

【キーワード：エネルギーを生む、災害から守る、産業を創る、次世代に継ぐ  】 

  ソーラー発電の普及促進、省エネルギーの推進、将来のエネルギーの検討、 

地球温暖化対策、エネルギー関連産業の集積  

 

○ 災害に強く安全･安心なまちづくり 

【キーワード：災害から守る、安心を創る、まちを創る            】 

大規模災害などに備える防災対策の強化、津波対策、災害に強い県土づくり、 

犯罪･治安対策 

    

    

 

○ 誰もが生き生きと自分らしく暮らせる社会づくり 

   【キーワード：食の安全を守る、個性を活かす、お互いを尊ぶ、食を楽しむ   】 

医療体制の整備、医食農同源の推進、地産地消の推進、自殺対策、障害者支援、 

介護者や高齢者への支援、男女共同参画社会づくり、多文化共生の社会づくり 

   

 

 

○ 魅力あふれる人を育てる教育･子育て 

    【キーワード：生きる力を育む、魅力を創る、未来を創る            】 

子ども･子育て支援、学校教育、特別支援教育、専門教育、スポーツ活動支援、 

児童虐待への対応、いじめ･暴力･不登校への対応、青少年・ひきこもり支援 

 

 

 

○ 人を引きつける魅力ある地域づくり 

   【キーワード：地域資源を活かす、文化を楽しむ、にぎわいを創る、水源を守る 】 

観光振興、商店街支援、水源環境保全、文化芸術振興、協働型社会づくり 

地域のにぎわい拠点づくり 

 

 

 

○ 神奈川のポテンシャルを活かした活力創出 

   【キーワード：技術を活かす、雇用を生む、産業を創る、活力を生む      】 

中小企業支援、ベンチャー企業創出、企業誘致、産業人材育成、就業支援、 

科学技術振興、交通ネットワーク整備 

   

 

 

 

 


